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市の動きや

まちの最近の出来事を

お届けします！

Photo News

私が体験しました!

5/23

昨年に引き続き西地区制覇！！

琉球ゴールデンキングス来訪

　２０１８－２０１９シーズンの激闘を終えた琉球ゴールデンキ

ングス（安永取締役、古川選手、岸本選手）がシーズン終了

報告に訪れました。今シーズンの結果を振り返りながら安永取

締役は「みなさんに応援していただきながら、沖縄を代表して

戦うことができました。ここで諦めたわけではないので、今後

とも応援よろしくお願いします」と意気込みを語りました。

5/30

第54回全国道場少年剣道選手権大会出場

優勝報告および全国大会出場報告式

5/30

ごみの無い綺麗なまちを目指して

ごみのポイ捨て防止 公開パトロール出発式

6/3

「ベストを尽くして、優勝を目指します。」

琉球ボクシングジム練習生来訪

　宜野湾市では毎年５月３０日は５３０の日として、ポイ捨てが

ない快適なまちの実現をめざし「ごみのポイ捨て防止パトロー

ル」を行っています。今年もクリーンリーダーをはじめとした多

くの市民、職員が集まり、市内の大手スーパー駐車場にてチラ

シ配りを中心とした啓発活動を行いました。

6/3

安心して住める地域へ

自治会加入促進強化月間パレード出発式

　自治会長会、宜野湾・中城地区宅地建物取引業者会、社会福祉

協議会、市及び市議会などによる出発式が市役所玄関前で行われ

ました。自治会長会の森田会長は「近年多様化する生活課題に対

応するためにも、地域活動の重要性が増しています。多くの方が自

治会の理解を深め加入されるよう、各自治体一体となって展開しま

す」と宣言しました。

5/23～6/13 温かいご支援ありがとうございます。

6/3

安全・安心な水の供給確保のために

「いつものむ   いつもの水に   日々感謝」

　６月１日～６月７日は、水道週間です！水道の仕組み、水道

事業の現状や課題、節水や貯水槽の衛生管理の重要性等につ

いて広く理解と関心を深めることを目的に、市役所玄関前、サ

ンフティーマ、サンエーコンベンションシティにて広報活動を

行いました。「水は限りある資源です。」大切に利用しましょう。

ご み ぜ ろ

　４月３０日に

県立武道館にて

開催された沖電

工杯争奪第４１

回沖縄県幼少年

錬成大会におい

て宜野湾地区ス

ポーツ少 年団Ｃ

チ ーム が 優 勝、

Ａチームが準優

勝を収め、同じくＡチームが５月１１日に開催された第１３回都

道府県剣道沖縄大会にて３位入賞し全国大会への切符を手に

入れました。辻 武蔵さんは「日頃指導をしてくださる先生方、

送迎をしてくださる父母の皆さまがいたからこそ良い結果を残

せました」と語りました。

つじ 　む さ し

　「第 ６ 回 ア ン

ダージュニアボク

シング王座決定

戦 九 州選 考 会」

に出場が決定し

た、佐久本祥吏

さん（宜野湾中

３ 年）、所 純 平

さん（長田小６

年）と同会場に

て開催される「マスボクシング大会」の県代表に選出された、

所 泰生さん（長田小３年）が松川市長を訪ね、報告を行いま

した。所純平さんは「ＫＯで勝ちたい」と大会の目標を述べ、

佐久本さんは「中学最後の大会なので、ぜったい優勝します」

と意気込みを語りました。

さ　 く     もと   し ょ う り

ところ  じゅん  ぺい

ところ  たい　き

5/23

各団体・企業様からの寄附金贈呈

■育英会・社会福祉協議会への寄附金贈呈

▲宜野湾市管工事協同組合の皆さま

■普天間未来基金への寄附金贈呈

▲宜野湾市建築設計事務所会の皆さま

▲宜野湾市商工会女性部の皆さま

▲東建設(株)、(有)由城建設、(株)川橋建設共同企業体の皆さま

▲有限会社沖縄クリーン工業の皆さま

■宜野湾市への寄附金贈呈

市内各種団体、各企業の皆さまより、

育英会・社会福祉協議会、宜野湾市、普天間未来基金へ

寄附金の贈呈がありました。

頂いた寄附金は子どもの教育、福祉、普天間飛行場をはじめとする

米軍基地の跡地利用など市の取り組みに活用されます。

たくさんのご支援いただき、心より厚く御礼申し上げます。

　５月１６日にＦ-３５Ｂ戦闘機

の飛来により過去最大となる

１２４ .５ｄＢが測定され、２１

日にはＦＡ１８Ｃ戦闘機の飛来

により、１００ｄＢを超える騒

音が 確 認されたことに加え、

深夜０時近くまで夜間騒音が

発生している状況を受け、沖

縄防衛局長、外務省沖縄担当大使、第三海兵遠征軍司令官、沖縄米

国総領事へ抗議・要請を行いました。松川市長は、市民が実感できる

危険性除去及び基地負担軽減を強く求めている中で、更なる騒音被害

は断じて容認できるものではないとして厳重に抗議するとともに、普天

間飛行場の一日も早い閉鎖・返還と速やかな運用停止をはじめとする

返還までの間の危険性除去及び基地負担軽減を早急に実現するよう強

く求めました。

普天間飛行場へのジェット戦闘機飛来並びに

米軍機による


